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 論文審査の結果の要旨 
 
李 政勲は、平成 18 年 4 月に長崎大学大学院生産科学研究科博士後期課程に入学し、資源量低水準
期における東京湾産マコガレイの生活史特性に関する研究に着手した。この約３年間の研究成果を、３
報(２報は審査制雑誌)の学術論文としてまとめた。これらの論文を元に主論文 ”A study on Life History 
Traits of Marbled Sole Pseudopleuronectes yokohamae during Low Stock Size Period in Tokyo Bay, Japan” を完
成させ、長崎大学生産科学研究科委員会に博士（学術）の学位を申請した。 
長崎大学大学院生産科学研究科は平成 20 年 12 月 17 日の定例研究科教授会において、論文内容の要
旨を検討し、過程修了による学位申請の資格ありと判定し、公開論文発表会を平成 21 年 1 月 30 日に行
わせるとともに、口答による基礎及び専門分野に関する最終試験を実施し、それらの結果を平成 21 年 2


























指数と組織学的観察に基づき産卵期は 11 月から 1 月と推定された。資源量高水準期と低水準期の間で
産卵期に違いはみられなかった。資源量高水準期と低水準期の間で 1 歳の雄の成熟割合に差はみられな
かったが、1 歳の雌では資源量低水準期の成熟割合が高水準期に比べ約 15％低下していた。最小成熟体
長は雄では 138 mm SL、雌では 153 mm SL であり、半数成熟体長は雄では 142 mm SL、雌では 168 mm 
SL であった。最小成熟体長および半数成熟体長については、資源量高水準期と低水準期の間で差はみ
られなかった。仔魚と稚魚は湾全域に出現し、仔魚は湾奥部、稚魚は千葉県沿岸部において比較的出現
量が多かった。仔魚は 1 月末から 2 月にかけて出現し、稚魚は 3 月から出現し始めた。仔魚および稚魚
の出現量は年によって差があり、2006 年と 2008 年は多く、 2007 年には少なかった。2007 年には他の
年と比べて出現期期の水温が約 2℃高く、水温変動が仔魚の加入の成否に影響する可能性が示唆され
た。仔魚と稚魚の出現量の間には対応が見られた。6－7 月以降、稚魚の分布は湾全域に拡大したが、夏
期においては貧酸素水塊の影響により分布域は南部に制限された。以上の結果より、産卵から加入まで
の期間の環境状態が仔稚魚の出現量に影響している可能性が示唆された。 
 資源量減少にともなう摂餌生態について調査を行った。コンディションファクタ－と肝重量指数は春
に高く、夏から冬にかけて低くなる傾向がみられた。胃内容物重量指数は春にピークを示したが、夏か
ら秋にかけては低い値で推移した。この結果は資源高水準期と同様であった。資源量低水準期の摂餌量
は高水準期に比べ有意に低下していた。一方、資源量高水準期においては環形動物と軟体動物が主たる
餌生物だったが、資源量低水準期には環形動物を優占的に摂餌しており軟体動物の摂餌量が著しく低下
していることが分かった。1980 年代末における東京湾の生物相の急激な変化に伴う餌生物種組成の変化
が摂餌生態の変化を引き起こした原因の一つとして考えられた。 
  
 審査委員会は、本研究は地道な研究に裏打ちされた貴重な学術的価値を多く含む研究成果が得られて
いることを認め、博士（学術）に値するとし、合格と判断した。 
 
 
